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研究成果（当初の研究目的と得られた結果を記載ください。図表を含め２ページ程度）： 

 本研究は、多彩な物質機能発現のカギと近年認識されている結晶カイラリティを制御する手法

の開拓を究極の目標に掲げ、その実現に向けた研究を推進することを目的としている。そのため

に、(1) 最適な研究対象物質の設計・探索および単結晶育成，(2) 結晶カイラリティの有無の判定，

(3) 外場印加可能なカイラリティ検出システムの構築，を中心的課題として研究を行い、下記のよ

うな研究成果を得た。 

 

(1) 対象物質の設計・探索および単結晶育成 

 本研究経費で購入した恒温槽等を用いることにより、結晶カイラリティを有する CsNO3，

Na2Ca2Si3O9，Ca2Sr(C2H5CO2)6 の単結晶育成に成功した。特に、下図に示すように、CsNO3 お

よび Ca2Sr(C2H5CO2)6についてはセンチメートル級の単結晶の育成に成功したため、主として

これらを用いて研究を推進した。 

 

(2) 旋光性測定による結晶カイラリティの有無の判定 

 CsNO3 は旋光性が大きく、偏光顕微鏡によって容易に結晶カイラリティの判定が可能であ

った。測定の結果、測定した全ての試料が結晶カイラリティを有することを明らかにできた。

また、MnSi などのカイラル物質で報告されている自発的な単一カイラリティ生成は認められ

ず、一般に右手系と左手系が混在することを明らかとした。 

 次に、Ca2Sr(C2H5CO2)6 についても偏光顕微鏡によるカイラリティ判定を試みた。しかし、

旋光性起源と考えらえる偏光依存性は観察されたものの、シグナルが小さいために結晶カイ

ラリティの有無を断定することは困難であった。そこで、基礎工学研究科・芦田研究室のご

協力の下、レーザーを用いた偏光解析による旋光性測定を試みた。空気中水分による試料劣

化等の問題点を克服することにより旋光性の定量的評価に成功し、本物質における結晶カイ

ラリティを確認できた。また、この結果から、偏光顕微鏡像における偏光依存性は旋光性起

源であり、結晶カイラリティの判定に使用可能であることが分かった。 
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(3) 外場印加可能な結晶カイラリティ検出系の構築 

本研究経費で購入した備品により、偏光顕微鏡用のホットステージを自作した。これを用い

て、CsNO3のカイラル－非カイラル構造相転移（相転移温度 TC = 160 度）を観察した様子を

図 1 に示す。TC より低温では結晶カイラリティドメインを反映するコントラストが明瞭に観

測されるのに対して、TC より高温ではコントラストが消失し結晶カイラリティを持たない非

カイラル相へと構造相転移する様子を捉えることに成功した。これは、今後行う予定の電場

や応力によるカイラリティ制御の実証に大変有効な手段であり、重要な成果であると考えら

れる。また、自作であるために拡張が容易であり、試料に電場を印加しながら観察を行うこ

とが可能である。 

 

今後、本測定系を用いた CsNO3 および Ca2Sr(C2H5CO2)6 の電場中、さらには応力中の旋光性

測定を行い、外場による結晶カイラリティの制御を目指す。 

 

152C < TC 166C > TC
図1. 自作ホットステージを組み込んだ偏光顕微鏡による
CsNO3のカイラリティドメイン観察結果。
(左) TCより低温のカイラル構造相における観察像。色の濃
淡が結晶カイラリティの違いを表す。(右) TCより高温の非カ
イラル構造相における観察像。濃淡が消失し、結晶カイラリ
ティが消失していることが分かる。
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研究経費（H25 年度）の内訳 

 

備品費 消耗品費 旅費 謝金 その他 合計 

700,000 円 0 円 0 円 0 円 0円 0円
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永井正也・大阪大学大学院基礎工学研究科 

(2)研究協力者（氏名・所属・学年（学生の場合））
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